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法学研究62巻7号（’89：7）

川
島
弘
三
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
川
島
弘
三
君
博
士
学
位
請
求
論
文
「
中
国
党
軍
関
係
の
研
究
」
、

巻
の
内
容
目
次
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

全
三

上
巻
　
党
軍
関
係
の
法
的
形
成
と
政
治
展
開

　
第
一
章
　
中
国
に
お
け
る
政
治
委
員
制
度
の
形
成
と
党
軍
関
係

　
第
二
章
　
軍
中
党
委
員
会
制
度
の
政
治
動
態

　
第
三
章
　
中
共
中
央
軍
事
委
員
会
の
指
揮
制
度
の
形
成
と
権
力
動
態

　
第
四
章
　
「
政
治
優
先
」
期
に
お
け
る
中
共
中
央
軍
事
委
員
会
の
権

　
　
力
動
態

　
第
五
章
　
「
文
化
大
革
命
」
の
中
共
中
央
軍
事
委
員
会
の
権
力
動
態

　
　
－
権
力
膨
張
の
政
治
過
程
ー

　
第
六
章
　
「
林
彪
事
件
」
と
中
共
中
央
軍
事
委
員
会
の
権
力
動
態
－
権

　
　
力
変
動
の
政
治
過
程
i

中
巻
　
国
防
現
代
化
過
程
と
党
軍
関
係

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

野
戦
軍
将
校
団
の
政
治
動
態
ー
人
脈
形
成
と
地
域
割
拠
i

人
民
解
放
軍
の
現
代
化
過
程
の
諸
問
題

中
国
陸
軍
の
軍
事
組
織
と
指
揮
体
制

「
国
防
現
代
化
」
と
法
制
改
革

人
民
解
放
軍
「
精
簡
整
編
』
の
政
治
過
程
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下
巻
　
対
外
戦
略
の
形
成
と
党
軍
関
係

　
第
一
章
中
国
の
国
防
建
設
と
外
交
政
策
－
一
九
七
一
～
七
五
年
の

　
　
相
互
連
関
に
お
け
る
考
察
ー

　
第
二
章
　
中
国
の
対
ソ
核
戦
略
と
外
交
政
策
（
一
九
七
〇
～
一
九
七

　
　
五
年
）

　
第
三
章
　
「
中
越
戦
争
」
に
お
け
る
政
策
決
定
と
党
軍
関
係

　
第
四
章
　
「
中
越
戦
争
」
後
の
国
防
戦
略
論
争

　
第
五
章
　
中
ソ
関
係
の
変
化
と
中
国
の
軍
事
戦
略

　
軍
の
文
民
統
制
は
、
あ
ら
ゆ
る
政
治
体
制
の
動
態
を
理
解
す
る
う
え
で

も
っ
と
も
重
要
な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
中
国
革
命
の
指
導
的
思
想
と
し

て
の
毛
沢
東
思
想
に
お
い
て
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
『
戦
争
論
』
に
お

け
る
「
戦
争
は
政
治
の
道
具
で
あ
り
、
政
治
的
交
渉
の
継
続
で
あ
る
」
と

い
う
命
題
は
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
戦
争
の
目
的
が
敵
の
打
倒
で

あ
る
限
り
、
そ
こ
で
使
用
さ
れ
る
暴
力
の
手
段
と
し
て
の
軍
隊
の
勢
力
は
、

政
治
的
意
図
を
越
え
て
一
人
歩
き
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
ク
ラ
ウ

ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
自
身
、
こ
の
よ
う
な
「
絶
対
戦
争
」
の
概
念
を
提
起
し
て
い

た
。
「
絶
対
戦
争
」
は
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
「
革
命
戦
争
」
と
し
て
正
当

化
さ
れ
、
レ
ー
ニ
ソ
に
お
い
て
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
マ
ル
ク
ス
の
思
想

が
総
合
さ
れ
、
「
帝
国
主
義
戦
争
論
」
が
生
み
出
さ
れ
る
．
か
か
る
「
ク

ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
・
マ
ル
ク
ス
総
合
」
の
戦
争
論
は
、
ス
タ
ー
リ
ソ
を
通

し
て
毛
沢
東
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
た
、
と
い
う
の
が
川
島
君
の
問
題
設
定

で
あ
る
．

　
中
国
共
産
党
の
指
導
す
る
人
民
解
放
軍
の
原
則
は
、
「
党
が
鉄
砲
（
軍

隊
）
を
指
揮
す
る
の
で
あ
っ
て
、
鉄
砲
が
党
を
指
揮
す
る
こ
と
を
許
さ
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
革
命
戦
争
を
遂
行
す
る
党
指
導
下

の
軍
隊
は
、
往
々
に
し
て
独
自
の
行
動
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
治
的
決

定
に
影
響
を
及
ぽ
し
、
一
九
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
は
国
家

の
軍
隊
に
脱
皮
す
る
と
い
う
課
題
を
背
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ

て
．
文
民
統
制
を
原
則
と
す
る
人
民
解
放
軍
の
動
態
も
、
こ
の
原
則
に
内

在
す
る
矛
盾
と
の
関
連
に
お
い
て
理
解
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
．
本
論

文
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
現
代
中
国
の
軍
隊
を
分
析
し
た
、
四
〇
〇

字
詰
め
原
稿
用
紙
約
一
六
〇
〇
枚
か
ら
な
る
労
作
で
あ
る
．
上
巻
は
党
軍

関
係
の
歴
史
的
・
法
的
形
成
と
そ
の
動
態
を
、
中
巻
は
軍
の
近
代
化
（
著

者
は
中
国
語
の
「
現
代
化
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
）
と
党
軍
関
係

と
の
関
係
を
、
下
巻
は
外
交
政
策
と
党
軍
関
係
と
の
関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
扱

っ
て
い
る
。

　
軍
に
対
す
る
党
の
支
配
を
貫
徹
す
る
た
め
の
装
置
と
し
て
、
政
治
委
員
、

軍
中
党
委
員
会
、
中
共
中
央
軍
事
委
員
会
な
ど
の
組
織
が
設
け
ら
れ
て
い

た
．
上
巻
の
分
析
対
象
は
、
こ
れ
ら
の
組
織
の
制
度
的
・
歴
史
的
側
面
と

動
態
で
あ
る
。

　
第
一
章
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
政
治
委
員
制
度
は
、
そ
の
直
接
的
起
源
は

ソ
連
の
赤
軍
に
あ
る
が
、
一
九
二
〇
年
代
の
国
共
合
作
時
期
に
「
党
代
表

制
度
」
と
し
て
国
民
党
の
軍
隊
に
導
入
さ
れ
、
政
治
委
員
制
度
と
し
て
中

共
指
導
下
の
紅
軍
・
八
路
軍
・
人
民
解
放
軍
へ
と
ひ
き
継
が
れ
た
．
時
期

に
よ
っ
て
若
干
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
が
、
政
治
委
員
（
あ
る
い
は
党
代
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表
）
は
．
基
本
的
に
は
軍
中
の
政
治
工
作
を
担
当
す
る
と
同
時
に
、
軍
指

揮
官
の
作
戦
指
導
に
副
署
す
る
強
い
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

革
命
戦
争
の
な
か
で
軍
事
作
戦
、
軍
事
行
政
を
実
際
に
指
導
す
る
の
は
軍

の
指
揮
官
で
あ
っ
て
、
政
治
委
員
は
そ
れ
に
と
っ
て
代
わ
る
こ
と
が
で
き

な
い
．
こ
こ
に
、
文
民
統
制
を
前
提
と
し
た
党
軍
関
係
が
逆
転
す
る
可
能

性
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
党
軍
関
係
研
究
の
核
心
は
、
政
治
委
員
と

軍
指
揮
官
の
二
重
統
帥
の
制
度
と
実
態
の
解
明
に
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
一
九
二
四
年
か
ら
二
七
年
に
い
た
る
国
共
合
作
の
時
期
に
、
軍
に
対
す

る
党
の
指
導
を
確
保
す
る
た
め
に
国
民
党
軍
の
な
か
に
党
代
表
制
、
の
ち

に
政
治
部
主
任
制
が
設
立
さ
れ
た
．
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
組
織
に
お
い
て

中
共
勢
力
が
優
勢
に
な
っ
た
た
め
、
国
共
合
作
の
党
派
的
対
立
の
な
か
で
、

こ
の
制
度
は
充
分
に
機
能
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
．

　
一
九
二
八
年
に
成
立
し
た
中
共
指
導
下
の
紅
軍
は
党
代
表
制
度
を
継
承

す
る
が
．
凶
九
二
九
年
一
二
月
の
古
田
会
議
は
政
治
委
員
制
度
へ
の
転
換

に
お
い
て
画
期
的
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
地
区
の

軍
隊
に
対
す
る
毛
沢
東
指
導
下
の
党
の
指
導
権
強
化
を
ね
ら
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
一
三
年
に
な
る
と
党
中
央
の
権
力
を
掌
握
し
た

ソ
連
留
学
生
派
は
、
党
中
央
の
下
に
中
央
革
命
軍
事
委
員
会
を
設
け
、
そ

こ
か
ら
派
遣
さ
れ
る
政
治
委
員
が
政
治
部
を
指
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

軍
に
対
す
る
党
中
央
の
指
導
性
を
確
保
し
、
毛
沢
東
ら
の
革
命
根
拠
地
の

軍
隊
を
も
そ
の
指
導
下
に
置
こ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
か
か
る
党
軍
関
係

も
、
国
民
党
軍
の
攻
撃
の
前
に
一
九
三
四
年
に
崩
壊
す
る
．
危
機
的
情
況

に
あ
っ
て
、
軍
指
揮
官
の
行
動
が
往
々
に
し
て
政
治
委
員
の
指
導
か
ら
独

立
し
て
進
ん
で
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
抗
日
戦
争
中
共
産
党
の
軍
隊
は
八
路
軍
、
新
四
軍
の
名
称
の
下
に
形
式

的
に
は
国
民
政
府
軍
の
一
部
に
改
編
さ
れ
た
が
、
自
ら
の
軍
に
対
す
る
中

共
の
実
質
的
支
配
は
不
変
で
あ
っ
た
。
一
九
三
七
年
毛
沢
東
指
導
下
の
中

共
に
お
い
て
中
央
軍
事
委
員
会
が
成
立
し
、
そ
の
下
で
政
治
委
員
制
度
が

実
質
的
に
復
活
し
た
。
戦
争
遂
行
過
程
で
政
治
委
員
は
軍
内
党
務
の
最
高

指
導
者
の
地
位
を
与
え
ら
れ
た
が
、
軍
事
作
戦
に
対
す
る
権
限
は
限
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
軍
事
指
揮
官
の
独
立
性
を
増
大
さ

せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
か
る
政
治
委
員
と
軍
指
揮
官
と
の
乖
離
を
是
正

す
る
た
め
に
、
一
九
四
一
年
軍
政
委
員
会
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
と
て
も
実
質
的
に
政
治
委
員
に
党
・
政
・
軍
・
民
の
大
権
を
集
中
し
、

地
方
的
独
立
を
指
向
す
る
「
軍
閥
主
義
的
傾
向
」
を
生
み
出
す
に
い
た
っ

た
。　
一
九
四
五
年
中
共
軍
は
中
国
人
民
解
放
軍
と
し
て
再
出
発
し
，
中
華
人

民
共
和
国
の
創
立
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
の
党
の
軍

隊
か
ら
国
家
の
軍
隊
へ
転
身
す
べ
き
課
題
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
。
人
民

解
放
軍
は
、
一
九
五
四
年
党
軍
関
係
に
つ
い
て
「
党
委
統
一
的
集
体
指
導

下
的
首
長
分
工
請
負
制
」
の
原
則
を
提
示
し
た
。
そ
れ
は
、
党
委
員
会
の

集
団
指
導
体
制
下
で
政
治
委
員
と
軍
指
揮
官
が
そ
れ
ぞ
れ
政
治
工
作
と
軍

事
工
作
を
分
担
す
る
制
度
で
あ
っ
た
．
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
軍
に
対
す

る
党
の
指
導
は
強
化
さ
れ
た
と
い
え
る
．

　
し
か
し
、
朝
鮮
戦
争
を
契
機
と
し
て
人
民
解
放
軍
の
な
か
に
は
彰
徳
懐
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ら
の
軍
の
近
代
化
を
求
め
る
勢
力
が
拾
頭
し
て
き
た
。
軍
近
代
化
の
一
環

と
し
て
、
軍
内
に
お
け
る
軍
指
揮
官
の
迅
速
な
決
断
が
要
請
さ
れ
、
そ
れ

に
よ
っ
て
政
治
委
員
の
地
位
が
相
対
的
に
低
下
す
る
こ
と
に
な
っ
た
．
し

か
し
、
一
九
五
九
年
軍
近
代
化
の
主
唱
者
た
る
彰
徳
懐
が
失
脚
す
る
と
、

毛
沢
東
、
林
彪
ら
の
指
導
下
に
人
民
解
放
軍
の
政
治
思
想
教
育
が
強
化
さ

れ
、
そ
れ
に
つ
れ
て
政
治
委
員
の
優
位
が
回
復
さ
れ
た
が
、
文
革
収
束
過

程
で
軍
指
揮
官
が
再
び
主
導
権
を
握
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
を
通
し
て
、

政
治
委
員
制
を
通
し
て
の
軍
に
対
す
る
党
の
支
配
の
原
則
も
、
党
軍
関
係

の
実
際
に
お
い
て
微
妙
に
ゆ
れ
動
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
党
が
軍
を
指
導
す
る
第
二
の
装
置
と
し
て
、
軍
隊
内
に
設
け
ら
れ
る
党

組
織
が
あ
る
．
第
二
章
は
こ
の
軍
中
党
委
員
会
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

通
常
、
軍
中
党
委
は
中
共
軍
の
二
つ
の
系
統
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
一
つ
は
中
央
委
員
会
・
中
央
軍
事
委
員
会
支
配
下
の
各
級
軍
中
党

委
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
中
央
委
員
会
・
各
級
地
方
党
委
員
会
系
列
の
一

環
と
し
て
の
軍
中
党
委
で
あ
る
。
し
か
し
、
軍
中
党
委
の
実
体
を
観
察
す

る
と
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
二
つ
の
系
統
の
制
度
的
枠
組
み
の
な
か
で
機
能

し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
、
党
中
央
、
同
級
の
政
治
委
員
、

地
方
党
委
員
会
と
の
間
に
多
様
な
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　
軍
中
党
委
の
制
度
は
、
一
九
二
八
年
の
紅
軍
発
生
の
歴
史
に
さ
か
の
ぽ

る
こ
と
が
で
き
る
．
毛
沢
東
指
導
下
に
湖
南
・
江
西
省
境
地
区
で
成
立
し

た
紅
軍
第
四
軍
の
前
敵
委
員
会
は
、
軍
中
党
委
と
し
て
中
央
軍
事
部
や
湖

南
省
党
委
員
会
の
指
導
を
受
け
入
れ
る
こ
と
な
く
独
自
に
ゲ
リ
ラ
戦
を
展

醐
し
、
革
命
根
拠
地
を
拡
大
し
て
幅
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
党
中
央
軍
事

部
・
地
方
党
委
員
会
と
前
敵
委
員
会
（
党
中
軍
委
）
と
の
対
立
の
背
後
に

は
、
党
中
央
と
毛
沢
東
と
の
対
立
が
あ
っ
た
．
し
た
が
っ
て
、
ソ
連
留
学

生
派
が
党
中
央
の
権
力
を
握
る
や
い
な
や
、
一
九
三
二
年
に
軍
中
党
委
は

廃
止
さ
れ
、
四
七
年
ま
で
復
活
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
．

　
復
活
し
た
軍
中
党
委
制
度
に
お
い
て
は
政
治
委
員
制
度
と
の
折
衷
が
は

か
ら
れ
た
．
一
九
六
三
年
中
共
中
央
委
員
会
が
頒
布
し
た
「
中
国
共
産
党

軍
隊
委
員
会
条
例
」
に
よ
る
と
、
軍
中
党
委
は
各
級
軍
隊
の
核
心
と
し
て

軍
中
党
工
作
の
決
定
機
関
で
あ
り
、
政
治
委
員
と
軍
事
指
揮
員
は
執
行
者

で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
軍
中
党
委
書
記
が
政
治
委

員
を
兼
務
す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
者
は
統
合
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
川
島
君
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
軍
中
党
委
制
度
は
そ
れ
自
体

の
矛
盾
を
内
包
し
て
い
た
．
つ
ま
り
、
集
団
指
導
を
原
則
と
す
る
軍
中
党

委
の
決
定
に
は
軍
指
揮
官
が
参
加
し
、
往
々
に
し
て
政
治
委
員
の
権
威
を

し
の
ぐ
こ
と
が
あ
る
．
ま
た
、
軍
中
党
委
は
地
方
党
委
員
会
の
集
団
指
導

に
参
加
す
る
た
め
に
、
代
表
と
し
て
軍
指
揮
官
を
派
遣
す
る
．
文
革
の
混

乱
を
収
束
さ
せ
る
に
あ
た
り
軍
が
決
定
的
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
こ
と

は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
情
況
に
お
い
て
軍
指
揮
官
は
軍

中
党
委
と
地
方
党
委
に
対
し
て
絶
大
な
影
響
力
を
行
使
し
、
軍
に
対
す
る

党
の
指
導
を
逆
転
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
一
九
七
一
年
に
勃
発
し
た
林
彪
事

件
は
軍
中
党
委
の
権
力
の
異
常
な
膨
張
の
結
果
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
が

著
者
の
解
釈
で
あ
る
。

　
党
の
軍
に
た
い
す
る
指
導
を
確
保
す
る
第
三
の
装
置
と
し
て
、
中
共
中

央
軍
事
委
員
会
が
第
三
章
か
ら
第
六
章
に
お
い
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
．
第
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三
章
の
焦
点
は
中
共
中
央
軍
事
委
員
会
の
制
度
的
位
置
づ
け
に
あ
る
。
中

共
中
央
軍
事
委
員
会
は
、
中
共
中
央
委
員
会
政
治
局
に
直
属
す
る
、
軍
に

対
す
る
党
の
指
導
を
貫
徹
す
る
た
め
の
軍
事
に
関
す
る
最
高
の
政
策
決
定

機
関
で
あ
る
．
そ
れ
は
中
国
の
政
治
を
動
か
す
極
め
て
重
要
な
組
織
で
あ

り
、
従
来
党
主
席
が
中
共
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
を
兼
任
し
て
き
た
．
一

九
八
一
年
郵
小
平
が
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
に
就
任
し
て
以
来
党
主
席
兼

務
は
な
く
な
っ
た
が
、
今
目
中
央
軍
委
主
席
の
地
位
に
あ
る
郵
小
平
が
中

国
政
治
の
最
大
の
実
力
者
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

　
党
中
央
軍
事
委
員
会
の
下
に
は
、
総
参
謀
部
、
総
政
治
部
、
総
後
勤
部
、

そ
れ
ら
三
つ
を
統
括
す
る
軍
中
党
委
員
会
の
四
つ
の
系
統
が
存
在
す
る
．

軍
近
代
化
に
と
も
な
う
有
事
即
応
能
力
向
上
の
要
請
に
よ
り
、
今
日
総
参

謀
部
系
統
の
比
重
が
増
大
し
て
き
て
い
る
、
と
い
う
の
が
著
者
の
観
測
で

あ
る
。

　
さ
ら
に
、
軍
の
近
代
化
は
党
の
軍
隊
か
ら
国
家
の
軍
隊
へ
の
脱
皮
を
求

め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
要
請
に
も
と
づ
い
て
一
九
八
三
年
国
家
中
央
軍

事
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
成
員
は
党
中
央
軍
事
委
員
会
と
同
じ

で
あ
っ
た
．
そ
の
意
味
で
、
党
は
依
然
と
し
て
軍
を
掌
握
し
て
い
る
と
い

え
る
の
で
あ
る
。

　
第
四
章
か
ら
第
六
章
ま
で
は
、
各
時
期
に
お
け
る
党
中
央
軍
事
委
員
会

の
実
体
を
分
析
し
て
い
る
。
第
四
章
の
分
析
対
象
は
、
一
九
五
九
年
に
林

彪
が
党
中
央
軍
委
の
日
常
工
作
を
掌
握
し
て
以
来
、
文
化
大
革
命
が
勃
発

す
る
ま
で
の
一
九
六
〇
年
代
前
半
の
「
政
治
優
先
」
期
に
お
け
る
党
中
央

軍
委
で
あ
る
．
本
章
で
注
目
す
べ
き
い
く
つ
か
の
事
実
の
一
つ
は
、
一
九

六
〇
年
に
開
催
さ
れ
た
中
央
軍
事
委
員
会
第
三
回
拡
大
会
議
で
あ
ウ
た
、

こ
れ
は
、
軍
隊
の
政
治
思
想
工
作
の
強
化
を
決
定
し
、
そ
れ
に
つ
れ
て
こ

の
任
務
を
担
当
す
べ
き
総
政
治
部
の
重
要
性
を
増
大
さ
せ
た
．
か
か
る
党

中
央
軍
委
に
よ
る
軍
の
政
治
思
想
教
育
運
動
は
、
や
が
て
党
中
央
に
よ
る

社
会
主
義
教
育
運
動
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
．
そ
の
意
味
で
、
こ
の
場
合
中

央
軍
事
委
員
会
の
指
導
性
が
党
中
央
委
員
会
の
そ
れ
と
逆
転
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
五
章
は
、
文
化
大
革
命
に
お
い
て
中
央
軍
事
委
員
会
が
果
し
た
役
割

を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
前
半
か
ら
中
央
軍
委
を
め
ぐ
る

毛
沢
東
・
林
彪
派
と
劉
少
奇
・
彰
真
・
羅
瑞
卿
・
賀
竜
ら
と
の
権
力
闘
争

が
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
こ
の
闘
争
は
一
九
六
六
年
八
月
の
中
共
第
八

期
二
中
全
会
で
毛
・
林
派
が
党
の
主
導
権
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

一
応
決
着
が
つ
い
た
。
一
九
六
七
年
一
月
に
は
中
央
軍
委
の
指
導
下
に
人

民
解
放
軍
が
文
革
に
積
極
的
に
介
入
し
、
右
派
勢
力
を
弾
圧
す
る
と
と
も

に
、
中
央
軍
委
内
の
反
林
彪
分
子
を
一
掃
し
た
．

　
し
か
し
、
文
革
の
過
程
で
新
た
な
権
力
対
立
が
生
ま
れ
て
く
る
。
コ
ミ

ュ
ー
ン
方
式
に
も
と
づ
く
大
衆
の
参
加
を
支
持
す
る
中
央
文
革
小
組
と
下

か
ら
の
文
革
推
進
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
中
央
軍
事
委
員
会
と
の
対
立
で

あ
る
．
一
九
六
七
年
八
月
以
来
中
央
軍
委
は
地
方
軍
区
を
動
か
し
て
極
左

分
子
を
弾
圧
し
、
文
革
小
組
の
影
響
を
受
け
た
総
政
治
部
を
解
体
に
追
い

込
ん
だ
．
そ
れ
に
代
わ
っ
て
出
現
し
た
の
が
、
中
央
軍
委
指
導
下
の
軍
事

管
制
と
そ
の
下
に
お
け
る
革
命
委
員
会
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
中
央
軍

事
委
員
会
は
「
文
革
指
導
の
唯
一
の
中
央
機
構
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
．
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中
央
軍
事
委
員
会
の
拾
頭
は
、
そ
れ
を
指
導
し
て
い
た
林
彪
、
黄
永
勝

ら
の
勝
利
を
意
味
し
た
。
そ
の
過
程
で
中
央
軍
事
委
員
会
常
務
委
員
会
は

そ
の
多
く
の
委
員
の
失
脚
に
よ
っ
て
機
能
が
停
止
し
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て

中
央
軍
事
委
員
会
弁
事
組
が
設
立
さ
れ
た
．
弁
事
組
に
は
林
彪
系
の
か
つ

て
の
第
四
野
戦
軍
系
の
指
導
者
が
動
員
さ
れ
、
彼
ら
は
林
彪
と
と
も
に
一

九
六
九
年
の
中
共
九
全
大
会
に
お
い
て
党
中
枢
の
地
位
を
占
め
る
に
い
た

っ
た
。
明
ら
か
に
党
の
軍
に
対
す
る
支
配
の
原
則
は
逆
転
し
て
お
り
、
こ

こ
に
林
彪
事
件
の
伏
線
が
あ
っ
た
．

　
第
六
章
は
、
一
九
七
一
年
九
月
に
勃
発
し
た
林
彪
事
件
に
お
け
る
中
央

軍
事
委
員
会
を
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
事
件
に
対
す
る
川
島
君
の
基
本
的

見
方
は
、
軍
中
党
委
の
頂
点
に
あ
る
中
央
軍
委
を
基
盤
と
し
て
拾
頭
し
て

き
た
林
彪
の
軍
権
力
に
危
惧
を
感
じ
た
毛
沢
東
の
反
撃
で
あ
っ
た
．
と
い

う
こ
と
で
あ
る
．
す
で
に
一
九
六
九
年
四
月
の
中
共
九
期
一
中
全
会
に
お

い
て
毛
沢
東
が
林
彪
に
対
し
て
疑
念
を
表
明
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
両
者
の
対
立
を
決
定
的
な
ら
し
め
た
の
は
一
九
七
〇
年
八
月

の
九
期
二
中
全
会
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
ほ
ぽ
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
こ
の
会
議
に
憲
法
改
正
に
と
も
な
う
国
家
主
席
復
活
問
題
が
持
ち

出
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
に
は
、
林
彪
の
国
家
主
席
就
任
、
そ
れ
に
と
も
な

う
軍
の
統
帥
権
掌
握
の
意
向
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

毛
沢
東
ら
の
反
対
に
よ
っ
て
こ
の
案
は
葬
ら
れ
た
が
、
そ
の
首
謀
者
と
し

て
陳
伯
達
が
失
脚
し
、
や
が
て
総
政
治
部
が
復
活
し
、
李
徳
生
が
主
任
に

就
任
し
た
。
こ
れ
は
、
林
彪
に
対
す
る
毛
沢
東
の
勝
利
を
意
味
し
た
。

　
林
彪
に
対
す
る
周
恩
来
の
立
場
は
微
妙
で
あ
っ
た
．
一
九
六
九
年
三
月

に
勃
発
し
た
珍
宝
島
事
件
以
来
、
ソ
連
の
軍
事
力
に
対
す
る
中
国
の
立
ち

遅
れ
を
認
識
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
林
彪
ら
の
軍
部
は
対
ソ
宥
和
路
線
を

と
り
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
強
い
反
米
的
態
度
を
保
持
し
て
い
た
．
平
和

的
環
境
の
な
か
で
経
済
再
建
を
求
め
る
周
恩
来
ら
の
国
務
院
関
係
の
指
導

者
は
、
対
ソ
関
係
改
善
に
つ
い
て
は
共
通
の
立
場
に
あ
っ
た
が
、
経
済
建

設
と
国
防
予
算
の
配
分
を
め
ぐ
っ
て
軍
部
と
の
対
立
を
か
か
え
て
い
た
の

で
あ
る
．
中
央
軍
事
委
員
会
弁
事
組
の
支
配
が
国
務
院
国
防
関
係
各
部
や

国
防
科
学
技
術
委
員
会
に
及
ん
だ
た
め
、
周
恩
来
も
二
中
全
会
に
お
い
て

毛
沢
東
に
同
調
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
後
一
九
七
〇
年
一
一
月
以

降
の
省
級
党
委
員
会
再
建
の
過
程
で
林
彪
派
幹
部
に
異
変
が
発
生
す
る
と

と
も
に
、
林
彪
批
判
と
思
わ
れ
る
も
の
が
出
現
し
た
。
か
か
る
林
彪
に
対

す
る
批
判
の
包
囲
網
の
な
か
で
、
毛
沢
東
側
の
主
導
の
下
に
林
彪
事
件
が

発
生
し
た
、
と
い
う
の
が
著
者
の
解
釈
で
あ
る
。
林
彪
の
権
力
が
短
期
間

の
う
ち
に
崩
壊
し
た
背
後
に
は
、
中
央
軍
事
委
員
会
を
通
し
て
増
大
し
て

き
た
林
彪
系
の
権
力
に
対
す
る
毛
沢
東
や
周
恩
来
の
反
発
が
あ
っ
た
ば
か

り
で
な
く
、
林
彪
系
以
外
の
野
戦
軍
の
系
統
、
軍
区
、
軍
種
か
ら
の
反
撃

も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
川
島
君
が
す
で
に
示
唆
し
た
よ
う
に
、
人
民
解
放
軍
に
お
け
る
党
の
支

配
機
構
の
な
か
に
は
、
つ
ね
に
軍
人
が
政
策
決
定
に
参
加
す
る
径
路
が
あ

り
、
そ
の
意
味
で
人
民
解
放
軍
は
党
の
軍
隊
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
定

の
情
況
の
な
か
で
軍
が
党
を
し
の
ぐ
力
を
も
つ
可
能
性
が
常
に
残
さ
れ
て

い
た
．
同
君
は
か
か
る
党
軍
関
係
の
歴
史
的
・
思
想
的
・
制
度
的
側
面
を

ま
ず
解
明
し
た
う
え
で
、
実
体
に
お
い
て
軍
に
対
す
る
党
の
指
導
が
い
か
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に
し
て
逆
転
す
る
か
を
分
析
し
て
ぎ
た
。

　
中
巻
は
、
軍
の
近
代
化
が
党
軍
関
係
に
与
え
る
影
響
を
論
じ
た
も
の
で

あ
る
。
川
島
君
の
中
国
軍
の
近
代
化
に
か
ん
す
る
主
要
命
題
の
一
つ
は
、

党
の
軍
隊
か
ら
国
家
の
軍
隊
へ
の
転
換
で
あ
る
。
上
巻
に
お
い
て
み
て
き

た
よ
う
に
、
伝
統
的
な
人
民
解
放
軍
に
お
い
て
は
党
と
軍
が
渾
然
一
体
と

し
て
い
た
。
し
か
も
．
そ
の
よ
う
な
軍
隊
が
中
国
の
政
治
に
極
め
て
大
き

な
影
響
力
を
も
っ
て
き
た
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
軍
近
代
化
の
方
向

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
も
っ
て
伝
統
的
軍
隊
そ
の
も
の
を
明
ら

か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
軍
の
態
様
の
一
つ
が
野
戦
軍

将
校
団
で
あ
っ
た
。
第
一
章
は
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
。

　
中
国
共
産
党
の
軍
隊
は
、
紅
軍
時
代
か
ら
ゲ
リ
ラ
戦
を
主
要
な
戦
争
形

態
と
す
る
地
域
的
割
拠
性
の
強
い
軍
隊
と
し
て
出
発
し
た
。
そ
の
中
核
た

る
将
校
団
は
、
同
郷
的
性
格
に
加
え
て
、
共
通
の
戦
闘
経
験
に
よ
っ
て
、

強
い
派
閥
的
団
結
を
ほ
こ
る
に
い
た
る
。
そ
れ
ら
の
軍
隊
は
、
党
の
指
導

下
に
、
し
か
し
党
軍
が
渾
然
一
体
化
し
て
国
民
党
や
日
本
と
闘
っ
て
き
た

革
命
軍
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
軍
隊
が
国
共
内
戦
が
激
化
し
つ
つ
あ
っ
た

一
九
四
七
年
か
ら
四
八
年
に
か
け
て
五
つ
の
野
戦
軍
に
編
成
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
彰
徳
懐
・
習
仲
勲
の
第
一
野
戦
軍
、
劉
伯
承
・
郵
小
平
の
第
二
野

戦
軍
、
陳
毅
・
饒
漱
石
の
第
三
野
戦
軍
、
林
彪
・
郵
子
恢
の
第
四
野
戦
軍
、

覇
栄
諜
・
薄
一
波
の
華
北
野
戦
軍
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
す
で
に
ホ
ウ
ィ
ッ
ト
ソ
ソ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
中
華
人
民
共
和
国
成

立
後
の
六
大
行
政
区
に
お
け
る
軍
政
委
員
会
に
よ
る
軍
事
管
制
、
お
よ
び

そ
の
後
の
大
軍
区
制
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
野
戦
軍
系
統
が
大
き
な
影
響
力

を
行
使
し
て
い
た
こ
と
が
解
明
さ
れ
て
い
る
が
、
川
島
君
は
独
自
の
よ
り

詳
細
な
分
析
に
も
と
づ
い
て
こ
の
問
題
に
と
り
く
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
の

分
析
の
な
か
か
ら
一
つ
の
例
だ
け
を
と
り
出
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

著
老
は
、
一
九
六
六
～
六
七
年
に
お
い
て
か
つ
て
の
各
野
戦
軍
の
指
導
者

が
以
前
占
拠
し
た
地
域
に
集
中
し
て
い
る
度
合
が
高
い
こ
と
を
証
明
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
地
に
散
在
す
る
「
多
極
構
造
の
力
の
均
衡
」
は

文
革
初
期
の
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
第
四
野
戦
軍
系
統
に

依
存
し
て
拾
頭
し
て
ぎ
た
林
彪
の
失
脚
の
重
要
な
原
因
の
一
つ
が
第
四
野

戦
軍
以
外
の
野
戦
軍
系
統
の
反
発
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の

野
戦
軍
系
統
に
も
と
づ
く
「
多
極
構
造
の
力
の
均
衡
」
の
影
響
力
が
い
か

に
強
い
か
が
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
、
文
革
の
収
拾
段
階
を
通
じ
て
各
地

に
散
在
す
る
か
つ
て
の
野
戦
軍
系
統
が
党
を
し
の
ぐ
指
導
力
を
発
揮
し
た

こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　
野
戦
軍
系
統
が
団
結
を
保
っ
て
い
る
一
つ
の
重
要
な
要
素
は
指
導
者
の

指
導
力
で
あ
る
こ
と
は
問
違
い
な
い
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
た
権
力

闘
争
の
な
か
で
多
く
の
指
導
者
が
失
脚
し
て
い
っ
た
事
実
を
も
見
て
い
る
．

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
系
統
が
依
然
と
し
て
影
響
力
を
保
持
し
て
い

る
こ
と
の
な
か
に
こ
の
派
閥
集
団
の
強
靭
さ
が
あ
る
と
い
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
川
島
君
は
、
こ
の
強
靭
さ
の
源
泉
を
将
校
団
の
人
で
は
な
く
組

織
に
対
す
る
忠
誠
、
つ
ま
り
歴
史
的
に
共
有
さ
れ
た
『
集
団
と
し
て
の

力
』
の
な
か
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
毛
沢
東
や
郵
小
平
さ
え
も
基
本
的
に
は
野
戦
軍
系
統
の
派
閥
を
解
消
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
派
閥
は
依
然
と
し
て
イ
ソ
フ
ォ
ー
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マ
ル
な
集
団
と
し
て
軍
か
ら
党
・
政
へ
影
響
を
与
え
続
け
る
で
あ
ろ
う
．

と
い
う
の
が
川
島
君
の
結
論
で
あ
る
．
換
言
す
れ
ば
、
党
の
指
導
の
み
に

よ
っ
て
は
軍
の
派
閥
を
解
消
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
こ
に
、
近
代
化
過
程
に
お
け
る
党
軍
か
ら
国
軍
へ
の
転
換
の
困
難

が
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
民
解
放
軍
は
戦
略
、
装
備
、
組
織
の

上
で
近
代
化
に
向
っ
て
進
み
つ
つ
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ

ら
の
側
面
か
ら
も
党
軍
関
係
を
み
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
一
九
七
五
年
の
全
国
人
民
代
表
大
会
で
四
つ
の
近
代
化
の
一
環
と
し
て

国
防
の
近
代
化
が
提
起
さ
れ
た
が
、
軍
の
近
代
化
が
本
格
的
に
始
動
し
だ

し
た
の
は
一
九
七
七
年
に
郵
小
平
が
復
活
し
て
以
来
の
こ
と
で
あ
っ
た
．

　
近
年
に
お
け
る
国
防
技
術
の
発
展
は
、
人
民
解
放
軍
の
従
来
の
戦
略
の

転
換
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
．
著
者
が
想
定
す
る
軍
の
近
代
化
に
と
も
な

う
戦
略
的
転
換
の
焦
点
は
、
「
縦
深
防
禦
」
か
ら
「
前
方
防
禦
」
へ
の
移

行
で
あ
る
。
「
縦
深
防
禦
」
と
は
、
敵
を
深
く
誘
い
入
れ
、
人
海
戦
術
に

よ
っ
て
消
耗
を
強
い
る
持
久
防
禦
の
戦
略
で
あ
る
。
し
か
し
、
珍
宝
島
事

件
の
例
に
お
け
る
よ
う
に
、
こ
の
戦
略
で
は
ソ
連
軍
の
近
代
的
兵
器
の
威

力
の
前
に
対
抗
で
き
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
拾
頭

し
て
き
た
「
前
方
防
禦
」
の
戦
略
は
、
前
方
防
禦
地
帯
で
敵
の
攻
撃
を
阻

止
し
て
有
効
な
反
撃
を
加
え
る
戦
略
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
方
防
衛

拠
点
に
は
、
常
時
高
度
に
近
代
化
さ
れ
た
装
備
を
有
す
る
地
上
軍
が
配
備

さ
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
ず
、
し
か
も
諸
軍
種
の
連
合
作
戦
が
要
請
さ
れ

る
。
以
上
の
問
題
は
、
第
二
章
第
三
節
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
．

　
か
か
る
戦
略
の
転
換
は
、
当
然
装
備
の
革
新
に
も
連
動
し
て
く
る
．
装

備
の
近
代
化
・
高
度
化
・
機
械
化
の
問
題
の
一
つ
は
．
い
か
に
し
て
そ
の

経
費
を
確
保
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
民
解
放
軍
の
「
精
簡
整

編
」
、
つ
ま
り
肥
大
化
し
た
軍
隊
を
縮
小
し
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
精
鋭

化
す
る
こ
と
は
、
い
く
度
と
な
く
提
唱
さ
れ
て
き
た
が
、
最
近
の
こ
の
動

き
に
直
接
関
係
す
る
の
は
一
九
八
二
年
に
始
ま
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
の

精
簡
整
編
を
指
示
し
た
一
九
八
二
年
の
論
文
の
な
か
で
、
楊
尚
昆
が
兵
員

削
減
と
同
時
に
軍
隊
の
『
科
学
的
編
成
』
を
説
い
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。

　
い
ま
一
つ
の
問
題
は
装
備
そ
の
も
の
の
高
度
化
で
あ
る
．
川
島
君
は
、

装
備
の
近
代
化
に
か
ん
す
る
い
く
つ
か
の
分
野
を
具
体
的
に
と
り
あ
げ
て

論
じ
て
い
る
．
機
甲
戦
略
が
近
代
戦
の
鍵
で
あ
る
と
と
ら
え
、
中
国
が
機

甲
兵
団
を
中
心
と
し
た
全
軍
の
機
械
化
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
．
機
甲
化

に
と
も
な
う
運
動
戦
に
お
け
る
軍
隊
の
機
動
化
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
．
第
二
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
今
日
に
お
け
る
戦
略
核
兵
器
と

運
搬
・
ケ
ッ
ト
の
重
要
性
、
そ
れ
を
担
う
第
二
砲
兵
の
強
化
の
間
題
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
圧
倒
的
に
陸
軍
が
優
勢
な
人
民
解
放
軍
に
あ
っ
て
．
近
代

戦
に
対
応
す
る
た
め
の
空
軍
と
海
軍
の
装
備
の
近
代
化
の
諸
問
題
が
具
体

的
に
第
二
章
第
二
節
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
．

　
最
後
に
、
装
備
の
改
善
は
、
自
力
更
生
を
原
則
と
し
つ
つ
も
、
従
来
の

ソ
連
の
技
術
の
基
礎
の
上
に
西
側
の
軍
事
技
術
を
も
っ
て
補
強
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
、
と
い
う
の
が
川
島
君
の
認
識
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も

な
く
、
西
側
の
軍
事
技
術
の
主
要
な
対
象
は
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
で
あ
る
．

第
五
章
第
五
節
は
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
西
側
諸
国
か
ら
の
武
器
購
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入
と
技
術
移
転
の
諸
問
題
を
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
．
こ
の
問
題
に
か
ん

し
て
著
者
は
、
「
中
国
は
実
際
の
武
器
製
品
そ
の
も
の
を
買
う
こ
と
に
あ

ま
り
意
欲
を
持
っ
て
（
い
な
い
）
…
…
、
む
し
ろ
そ
の
附
属
す
る
技
術
を

欲
し
が
っ
て
お
り
、
…
…
買
う
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
武
器
を
調
査
研
究
し
、

或
い
は
そ
れ
に
付
随
す
る
文
書
・
資
料
を
検
討
し
て
自
力
自
彊
の
軍
事
開

発
を
行
お
う
と
し
て
い
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　
第
三
に
と
り
あ
げ
る
べ
き
問
題
は
、
戦
略
と
整
備
の
近
代
化
に
と
も
な

う
組
織
の
問
題
で
あ
る
．
縦
深
防
禦
か
ら
諸
軍
兵
種
協
同
作
戦
に
も
と
づ

く
前
方
防
禦
へ
の
戦
略
の
転
換
は
、
軍
組
織
の
「
正
規
化
」
を
要
請
す
る
．

つ
ま
り
、
そ
れ
は
近
代
化
さ
れ
た
戦
争
を
行
な
う
た
め
の
軍
隊
の
秩
序
・

組
織
・
職
責
を
明
確
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
．

　
正
規
化
の
第
一
の
問
題
は
軍
隊
の
統
帥
権
で
あ
る
。
憲
法
上
の
統
帥
権

の
所
在
は
い
く
度
か
の
変
遷
を
経
て
き
た
．
一
九
五
四
年
憲
法
で
は
統
帥

権
は
国
家
主
席
に
あ
っ
た
が
、
七
五
年
憲
法
で
は
中
国
共
産
党
主
席
に
移

り
、
さ
ら
に
八
二
年
の
憲
法
改
正
で
は
国
家
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
に
与

え
ら
れ
た
．
憲
法
上
統
帥
権
が
党
主
席
か
ら
国
家
中
央
軍
事
委
員
会
主
席

に
移
行
し
た
こ
と
は
．
党
の
軍
隊
か
ら
国
家
の
軍
隊
へ
の
脱
皮
を
目
指
す

動
き
と
も
解
釈
で
き
る
が
、
国
家
と
党
の
二
つ
の
中
央
軍
事
委
員
会
の
成

員
が
完
全
に
重
複
し
て
い
る
事
実
を
考
慮
す
れ
ば
、
軍
は
依
然
と
し
て
実

質
的
に
党
の
支
配
下
に
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
統
帥
権
問
題
の

焦
点
は
、
党
中
央
軍
事
委
員
会
・
軍
中
党
委
員
会
の
党
系
統
の
組
織
の
権

限
を
ど
こ
ま
で
認
め
る
か
に
あ
る
．
こ
の
点
に
か
ん
し
て
、
川
島
君
は
、

近
代
戦
に
お
け
る
緊
急
状
況
下
で
党
系
統
の
組
織
が
有
事
即
応
体
制
を
と

れ
る
か
ど
う
か
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
．

　
組
織
の
正
規
化
の
第
二
の
問
題
は
軍
の
階
級
制
度
で
あ
る
。
人
民
解
放

軍
は
伝
統
的
に
階
級
制
度
な
き
軍
隊
で
あ
る
こ
と
を
誇
っ
て
き
た
が
、
中

越
戦
争
で
証
明
さ
れ
た
よ
う
に
、
指
揮
・
服
従
関
係
が
制
度
化
さ
れ
て
い

な
い
軍
隊
で
は
近
代
的
戦
争
に
勝
利
を
お
さ
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
．
諸
軍
兵
種
協
同
作
戦
を
と
る
以
上
、
人
民
解
放
軍
に

と
っ
て
階
級
制
度
復
活
は
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
課
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
要
請
か
ら
全
国
人
民
代
表
大
会
を
通
過
し
た
、
階
級
制
度
の

復
活
を
含
む
兵
役
法
が
一
九
八
四
年
一
〇
月
以
来
試
行
さ
れ
て
い
る
が
、

階
級
制
度
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
い
ま
だ
誰
に
ど
の
よ
う
な
称
号
を
与
え
る

か
の
問
題
が
あ
り
、
実
施
を
み
て
い
な
い
の
で
あ
る
．

　
組
織
の
正
規
化
の
第
三
の
問
題
は
、
軍
組
織
そ
の
も
の
の
再
編
で
あ
る
．

肥
大
化
し
た
軍
隊
を
縮
小
し
、
精
鋭
化
さ
れ
た
近
代
的
軍
隊
を
作
り
出
す

要
請
は
、
一
九
八
五
年
の
胡
耀
邦
に
よ
る
人
民
解
放
軍
一
〇
〇
万
人
削
減

の
発
言
と
な
っ
て
現
わ
れ
、
実
施
さ
れ
た
．
ま
た
、
諸
軍
兵
種
協
同
作
戦

の
下
で
は
、
従
来
の
圧
倒
的
に
陸
軍
主
導
の
、
か
つ
ま
た
そ
の
な
か
で
も

歩
兵
主
体
の
人
民
解
放
軍
で
は
対
応
に
困
難
を
伴
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
．
そ
れ
に
つ
れ
て
．
一
九
八
六
年
に
は
一
一
の
大
軍
区
が
七
大
軍
区

に
改
編
さ
れ
、
新
旧
幹
部
の
交
代
が
行
な
わ
れ
た
。

　
正
規
化
の
最
後
の
問
題
は
、
戦
略
・
装
備
の
近
代
化
に
対
応
で
き
る
幹

部
の
養
成
で
あ
る
．
そ
れ
は
、
一
般
的
に
は
幹
部
の
「
革
命
化
、
若
年
化
、

知
識
化
、
専
門
化
」
の
要
請
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
．
つ
ま
り
、
近
代
戦

を
担
う
こ
と
の
で
き
る
高
度
の
指
揮
技
術
と
科
学
知
識
を
も
っ
た
幹
部
が
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必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
川
島
君
は
、
こ
の
よ
う
な
要
請
と
現
実

の
幹
部
教
育
体
制
の
落
差
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
一
九
八
五
年
に
始
ま
る
国

防
大
学
の
活
動
の
な
か
に
幹
部
教
育
改
善
の
き
ざ
し
を
見
出
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
以
上
の
人
民
解
放
軍
の
近
代
化
に
と
も
な
う
組
織
上
の
諸
間
題

は
第
二
章
か
ら
第
五
章
の
な
か
で
扱
わ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
た
人
民
解
放
軍
の
近
代
化
が
従
来
の
党
軍
関

係
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
解
明
す
る
こ
と
が

本
巻
に
お
け
る
川
島
君
の
最
終
的
な
目
的
で
あ
る
。
く
り
返
す
な
ら
、
こ

こ
で
い
う
党
軍
関
係
と
は
、
党
の
軍
に
対
す
る
支
配
を
前
提
と
し
つ
つ
、

そ
れ
が
内
包
す
る
思
想
・
制
度
・
実
体
上
の
矛
盾
に
よ
っ
て
、
党
軍
関
係

が
逆
転
す
る
問
題
を
指
す
。

　
軍
の
近
代
化
は
、
新
た
な
戦
略
を
理
解
し
、
装
備
を
操
作
し
、
組
織
を

指
揮
す
る
こ
と
の
で
き
る
新
し
い
よ
り
専
門
化
さ
れ
た
軍
指
導
者
集
団
を

作
り
出
す
。
彼
ら
は
、
教
育
・
経
験
・
傾
向
に
お
い
て
、
ゲ
リ
ラ
戦
を
闘

っ
て
き
た
軍
指
導
者
と
は
異
質
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
か
つ
て
の
野

戦
軍
の
派
閥
系
統
か
ら
相
対
的
に
自
由
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が

っ
て
．
こ
の
よ
う
な
軍
人
が
軍
、
さ
ら
に
は
党
へ
進
出
し
て
く
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
従
来
の
軍
に
対
す
る
党
の
支
配
は
脅
か
さ
れ
る
．
さ
ら
に
、
政

治
思
想
に
重
点
を
お
い
た
党
の
軍
に
対
す
る
指
導
で
は
近
代
化
さ
れ
た
戦

争
に
対
処
し
き
れ
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
軍
の
近
代
化
は
党
軍
関
係
を
基
礎
と
し
た
党
の
軍
か
ら
国
家
の
指

導
下
で
有
事
即
応
の
可
能
な
国
の
軍
隊
へ
の
脱
皮
を
さ
え
求
め
て
い
る
。

　
川
島
君
は
、
近
代
化
と
党
軍
関
係
に
つ
い
て
以
上
の
想
定
に
立
ち
つ
つ

も
．
人
民
解
放
軍
の
近
代
化
が
必
ず
し
も
｛
直
線
に
こ
の
方
向
に
向
ウ
て

い
な
い
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
．
一
九
八
二
年
八
月
中
共
二
一
全
大
会
を

目
前
に
し
て
『
解
放
軍
報
』
に
趙
易
亜
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
、
軍
の
近
代

化
の
方
向
に
逆
行
し
て
社
会
主
義
と
革
命
精
神
の
重
要
性
を
強
調
し
た
．

こ
の
事
態
は
改
革
派
の
批
判
を
招
き
、
や
が
て
章
国
清
総
政
治
部
主
任
の

更
迭
を
招
く
に
い
た
っ
た
。
ま
た
、
一
九
八
七
年
一
月
に
起
こ
っ
た
胡
耀

邦
の
総
書
記
辞
任
の
背
後
に
は
、
縮
軍
と
軍
の
老
幹
部
の
引
退
を
積
極
的

に
推
進
し
た
胡
耀
邦
に
対
す
る
圧
力
の
あ
っ
た
こ
と
が
一
般
に
認
め
ら
れ

て
い
る
．
さ
ら
に
、
一
九
八
二
年
以
来
の
軍
の
改
革
の
な
か
で
、
郵
小
平

の
第
二
野
戦
軍
系
統
の
指
導
者
の
拾
頭
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
以
上
は
、

川
島
君
が
分
析
を
加
え
て
い
る
い
く
つ
か
の
事
例
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と

は
軍
の
近
代
化
と
党
軍
関
係
と
の
複
雑
な
関
係
を
物
語
る
と
と
も
に
、
中

国
の
政
治
全
体
が
直
面
し
て
い
る
問
題
を
示
唆
し
て
い
る
と
も
い
え
る
．

　
下
巻
は
中
国
の
対
外
戦
略
と
党
軍
関
係
と
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
で
あ

る
。
中
国
の
国
家
政
策
、
そ
の
一
部
と
し
て
の
対
外
政
策
と
戦
略
の
決
定

に
あ
た
っ
て
、
そ
の
党
軍
関
係
に
内
在
す
る
性
格
に
よ
っ
て
、
軍
が
重
要

な
役
割
を
果
す
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
通
り
で
あ
る
。

　
第
一
章
は
、
一
九
七
一
年
か
ら
七
五
年
に
い
た
る
中
国
の
外
交
政
策
と

国
防
建
設
と
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
論
点
は
相
互
に
関

連
し
た
二
つ
の
項
目
に
要
約
さ
れ
る
。
空
軍
の
後
退
と
中
ソ
関
係
が
そ
れ

で
あ
る
。
川
島
君
は
、
一
九
七
〇
～
七
一
年
に
中
国
の
国
防
政
策
に
重
要

な
変
化
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
長
射
程
の
I
C
B
M
開
発
の
優

先
順
位
を
放
棄
し
、
中
射
程
の
M
R
B
M
・
I
R
B
M
の
開
発
に
重
点
を
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移
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
空
軍
に
配
分
さ
れ
る
資
源
の
制

限
、
電
子
技
術
の
お
く
れ
、
対
米
関
係
改
善
と
対
ソ
対
決
の
諸
要
因
が
あ

っ
た
。
こ
の
政
策
転
換
は
中
央
の
行
政
幹
部
と
地
方
軍
区
の
支
持
を
得
て

い
た
が
．
空
軍
に
大
き
な
不
満
を
残
す
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

こ
の
時
期
に
勃
発
し
た
林
彪
事
件
に
お
い
て
多
く
の
空
軍
指
導
者
が
失
脚

し
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
が
著
者
の
観
察
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
中
国
が
限
ら
れ
た
資
源
で
い
か
に
ソ
連
の
攻
撃

に
対
処
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
問
題
を
め
ぐ
り
党
・
軍

指
導
部
内
に
縦
深
防
禦
か
前
方
防
禦
か
の
意
見
の
対
立
が
生
じ
た
が
、
こ

の
時
期
に
あ
っ
て
は
縦
深
防
禦
論
が
優
位
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

観
点
か
ら
、
正
規
軍
の
中
ソ
国
境
地
帯
へ
の
移
動
、
軍
需
工
場
の
内
陸
移

転
、
食
糧
備
蓄
、
地
下
壕
の
建
設
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
。
さ
ら
に
中
国
は
、

こ
の
よ
う
な
軍
事
的
弱
体
を
補
う
た
め
に
、
外
交
政
策
面
で
ソ
連
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
の
緊
張
を
強
調
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
な
ら
び
に
第
三
世
界
と

の
関
係
を
強
化
す
る
方
向
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
川
島
君
は
さ
ら
に
中

ソ
関
係
の
戦
略
上
の
問
題
を
第
二
章
と
第
五
章
で
論
じ
て
い
る
。

　
第
二
章
は
一
九
七
〇
～
七
五
年
の
、
第
五
章
は
そ
れ
以
後
の
、
中
国
の

対
ソ
戦
略
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、

中
国
の
対
ソ
戦
略
は
自
ら
の
軍
事
的
弱
体
を
前
提
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ

て
い
る
。
第
二
章
に
お
い
て
、
当
時
中
国
の
対
ソ
核
攻
撃
能
力
が
限
定
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ソ
連
は
い
っ
た
ん
決
意
す
れ
ば
中
国
の

核
戦
力
を
破
壊
し
つ
く
す
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
評
価
が
示
さ
れ
る
。

こ
の
力
の
不
均
衡
が
中
ソ
関
係
の
不
安
定
を
招
い
て
い
た
の
で
あ
り
、
相

互
抑
止
関
係
に
も
と
づ
い
た
中
ソ
問
の
安
定
を
達
成
す
る
た
め
に
、
中
国

が
I
C
B
M
の
開
発
に
乗
り
出
す
可
能
性
を
著
者
は
示
唆
し
て
い
る
．

　
一
九
七
九
年
に
発
生
し
た
中
越
戦
争
と
ソ
連
軍
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ソ
侵

攻
は
、
改
め
て
中
国
に
ソ
連
軍
の
軍
事
力
を
見
せ
つ
け
、
従
来
の
縦
深
防

禦
戦
略
の
有
効
性
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
川
島
君
は
、

一
九
七
八
～
七
九
年
の
時
期
に
中
国
軍
指
導
部
内
で
、
ゲ
リ
ラ
戦
を
主
体

と
し
た
縦
深
防
禦
戦
略
か
ら
諸
軍
兵
種
協
同
作
戦
に
も
と
づ
い
た
前
方
防

禦
戦
略
へ
の
転
換
の
模
索
が
始
ま
っ
て
い
た
と
断
定
す
る
。
一
九
八
一
年

の
華
北
大
演
習
は
そ
の
現
わ
れ
で
あ
る
が
、
実
際
の
中
国
の
対
ソ
戦
略
は

『
防
禦
中
的
反
突
撃
作
戦
」
と
称
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。
要
す
る
に
そ

れ
は
、
敵
を
で
き
る
だ
け
防
禦
陣
地
に
ひ
き
つ
け
、
味
方
兵
力
を
隠
蔽
し
．

奇
襲
的
反
撃
を
加
え
る
も
の
で
あ
り
、
前
方
防
禦
と
縦
深
防
禦
と
が
結
合

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
川
島
君
が
分
析
の
対
象
と
し
た
い
ま
一
つ
の
問
題
は
、
一
九
七
九
年
二

月
一
七
日
か
ら
三
月
五
日
に
い
た
る
中
越
戦
争
で
あ
っ
た
．
第
三
章
は
戦

争
の
政
策
決
定
過
程
を
党
軍
関
係
と
の
関
連
に
お
い
て
分
析
し
て
お
り
、

第
四
章
は
戦
争
が
中
国
の
国
防
戦
略
に
与
え
た
影
響
を
論
じ
て
い
る
。

　
第
三
章
の
中
越
戦
争
に
お
け
る
中
国
の
開
戦
の
決
定
に
か
ん
す
る
川
島

君
の
問
題
提
起
は
、
一
般
的
状
況
か
ら
す
れ
ば
戦
争
を
始
め
る
状
態
に
な

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
中
国
が
開
戦
に
踏
み
切
っ
た
の
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
九
七
八
年
一
二
月
の
三
中
全
会
に
お
い
て

郵
小
平
が
党
内
の
指
導
権
を
掌
握
し
て
以
来
、
陳
雲
の
指
導
下
で
経
済
調

整
政
策
が
進
行
中
で
あ
り
、
必
ず
し
も
開
戦
で
き
る
状
態
に
は
な
か
っ
た
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の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
七
八
年
以
来
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
華
僑
圧

迫
問
題
が
発
生
し
て
お
り
．
多
く
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
華
僑
の
出
身
地
で
あ
る

広
東
省
を
中
心
と
す
る
華
南
一
帯
に
反
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
的
民
族
主
義
の
感
情

が
醸
成
し
つ
つ
あ
っ
た
。
党
中
央
も
広
東
省
を
重
視
し
、
省
党
委
員
会
の

指
導
者
と
し
て
章
国
清
、
習
仲
勲
ら
を
投
入
し
て
お
り
、
さ
ら
に
国
務
院

僑
務
弁
公
室
主
任
の
磨
承
志
は
広
東
省
出
身
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
広
州
軍

区
の
指
導
者
は
第
三
野
戦
軍
系
の
許
世
友
で
あ
っ
た
が
、
林
彪
の
第
四
野

戦
軍
系
の
勢
力
が
残
存
し
て
お
り
、
郵
小
平
は
章
国
清
、
許
世
友
ら
の
力

を
借
り
て
四
人
組
と
あ
わ
せ
て
彼
ら
を
追
放
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意

味
で
党
中
央
は
広
東
省
の
意
見
を
聞
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
．

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
党
中
央
は
慎
重
で
あ
り
、
一
九
七
八
年
二
一
月
の

中
央
政
治
局
会
議
に
お
い
て
も
開
戦
の
強
硬
論
は
抑
え
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
中
国
の
経
済
制
裁
、
武
力
勧
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ソ
越
条
約
を

締
結
し
た
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
強
硬
で
あ
り
、
か
く
し
て
党
中
央
は
広
東
省
に

基
礎
を
も
つ
許
世
友
、
津
国
清
ら
の
主
戦
論
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
の
で
あ
る
。
川
島
君
は
、
こ
こ
で
中
越
戦
争
の
政
策
決
定
過
程
に

お
け
る
地
方
軍
区
の
派
閥
的
要
素
の
果
し
た
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　
第
四
章
の
焦
点
は
中
国
に
と
っ
て
の
中
越
戦
争
の
教
訓
で
あ
る
。
中
国

の
戦
略
の
特
徴
は
、
「
兵
団
規
模
の
正
規
的
進
攻
作
戦
」
で
あ
り
、
諸
軍

兵
種
の
協
同
作
戦
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
人
民
解
放
軍

は
戦
争
の
困
難
に
直
面
す
る
な
か
で
諸
軍
兵
種
の
協
同
作
戦
を
指
導
す
る

能
力
の
欠
如
を
暴
露
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
越
戦
争
は
、
縦

深
防
禦
か
ら
諸
軍
兵
種
協
伺
に
も
と
づ
く
前
方
防
禦
に
転
換
し
つ
つ
あ
っ

た
人
民
解
放
軍
を
一
層
そ
の
方
向
に
向
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う

の
が
川
島
君
の
結
論
で
あ
る
。

　
本
巻
で
追
求
さ
れ
て
き
た
主
要
な
問
題
点
は
、
中
国
の
対
外
戦
略
、
と

く
に
対
ソ
戦
略
を
通
し
て
、
人
民
解
放
軍
の
戦
略
が
縦
深
防
禦
か
ら
前
方

防
禦
へ
の
転
換
を
迫
ら
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

中
巻
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
近
代
化
が
党
軍
関
係
に
与
え
る
影
響
と
軌
を
一

に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
に
お
い
て
紹
介
・
論
評
し
て
き
た
よ
う
に
、
本
論
文
の
第
一
に
評

価
す
ぺ
き
点
は
、
川
島
君
が
長
年
に
わ
た
っ
て
人
民
解
放
軍
を
中
心
と
し

た
中
国
に
お
け
る
党
軍
関
係
を
追
求
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
．
中
国
の
党
軍
関
係
に
か
ん
す
る
研
究
が
従
来
存
在
し
な
か
っ
た

わ
け
で
は
な
い
が
、
川
島
君
の
研
究
ほ
ど
体
系
的
に
広
範
囲
な
対
象
を
扱

っ
た
も
の
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
研
究
は
現
代
中
国
の
政
治
と
軍

事
の
研
究
に
新
し
い
分
野
を
開
拓
し
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
よ
い
．

党
軍
関
係
の
思
想
と
制
度
に
内
在
す
る
矛
盾
と
そ
の
実
体
と
を
関
連
さ
せ

て
と
ら
え
る
川
島
君
の
視
角
は
、
単
に
人
民
解
放
軍
だ
け
で
な
く
．
国
民

党
軍
、
軍
閥
の
軍
隊
．
さ
ら
に
は
現
代
中
国
政
治
・
軍
事
史
全
体
に
通
用

す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
．
事
実
、
同
君
は
本
論
文
の
一
部
を
国
民
党

軍
の
分
析
に
割
い
て
お
り
、
軍
閥
時
期
に
も
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
軍
に
対
す
る
党
の
指
導
が
党
軍
関
係
を
律
す
る
公
式
の
原
則
で
あ
る
と

す
る
な
ら
、
か
つ
て
の
野
戦
軍
系
統
に
も
と
づ
く
軍
内
派
閥
は
党
軍
関
係

を
動
か
す
非
公
式
の
推
進
力
で
あ
っ
た
。
本
論
文
の
第
二
に
評
価
す
べ
き

点
は
、
こ
の
軍
内
派
閥
に
詳
細
な
分
析
を
加
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
．
こ
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の
視
角
が
．
一
定
時
期
の
人
民
解
放
軍
の
党
軍
関
係
お
よ
び
政
治
の
動
向

を
説
明
す
る
の
に
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
本
論
文
の
随
所
に
お
い
て
示

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
川
島
君
は
、
そ
こ
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に

人
民
解
放
軍
の
近
代
化
が
野
戦
軍
系
統
の
派
閥
関
係
を
変
質
さ
せ
る
可
能

性
を
考
察
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
派
閥
関
係
か
ら
脱
却

で
き
な
い
実
体
を
も
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
人
民
解
放
軍
に
限

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
中
国
の
政
治
の
直
面
し
て
い
る
問
題
を
示
唆
し
て
い

る
と
い
え
る
。

　
人
民
解
放
軍
の
複
雑
な
党
軍
関
係
を
解
明
す
る
資
料
は
従
来
そ
れ
ほ
ど

多
く
公
表
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
川
島
君
は
、
日
本
語
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
広
く
中
国
語
、
英
語
の
資
料
を
利
用
し
て
い
る
が
、
と
く
に

中
国
で
最
近
多
量
に
出
版
さ
れ
て
い
る
党
と
軍
に
か
ん
す
る
資
料
を
丹
念

に
読
み
こ
な
し
て
い
る
努
力
は
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
。
こ
れ
が
本
論
文

の
評
価
す
べ
き
第
三
の
点
で
あ
る
。

　
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
大
部
分
の
論
文
は
、
す
で
に
『
国
際
政
治
』
、

『
共
産
圏
問
題
』
，
『
新
防
衛
論
集
』
な
ど
の
学
術
雑
誌
に
発
表
さ
れ
、
そ

の
一
部
は
学
会
報
告
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
論
文
の
か
か
え
る
最
大
の
課
題
は
つ
ぎ
の
点
に
あ
る
。
川
島
君
の
研

究
の
関
心
は
人
民
解
放
軍
そ
れ
自
体
の
研
究
か
ら
党
軍
関
係
を
見
る
こ
と

に
あ
る
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
党
軍
関
係
そ
れ
自
体
の
か
か
え
る
矛
盾
、

軍
の
近
代
化
、
対
外
戦
略
展
開
の
経
験
な
ど
の
諸
要
因
が
党
の
軍
に
対
す

る
指
導
を
往
々
に
し
て
逆
転
さ
せ
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
党

と
軍
が
一
体
化
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
党
軍
関
係
逆
転
の
契
機
は
軍
側
だ

け
で
は
な
く
、
党
側
に
も
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、

党
自
体
の
分
裂
状
態
が
軍
の
拾
頭
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

川
島
君
も
こ
の
側
面
を
完
全
に
無
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
江
西
ソ

ヴ
ィ
エ
ト
期
に
お
け
る
党
中
央
と
毛
沢
東
の
対
立
、
文
革
時
期
の
党
組
織

の
崩
壊
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
八
七
年
の
胡
耀
邦
の
失
脚
の
背

後
に
は
軍
の
強
い
圧
力
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
党
内
に
お
け
る
改
革

派
と
保
守
派
と
の
対
立
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

本
論
文
に
望
ま
れ
る
こ
と
は
、
結
論
と
し
て
党
と
軍
の
両
面
か
ら
党
軍
関

係
が
逆
転
す
る
要
因
を
一
層
体
系
的
に
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
本
論
文
は
つ
ぎ
の
二
つ
の
点
に
お
い
て
技
術
的
問
題
が
あ
る
。

第
一
の
問
題
点
は
、
本
論
文
が
長
年
に
わ
た
っ
て
書
い
て
き
た
論
文
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
派
生
し
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
全
体
と
し
て
は
本
報
告
で
言
及
し
た
視
角
が
貫
か
れ
て
い
る
と
し

て
も
、
い
く
つ
か
の
章
で
は
当
時
の
問
題
意
識
が
先
行
し
、
必
ず
し
も
最

終
的
に
党
軍
関
係
を
論
じ
る
に
い
た
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
散
見
す
る
。

例
え
ば
、
中
巻
に
お
い
て
は
軍
近
代
化
、
下
巻
に
お
い
て
は
対
外
戦
略
そ

れ
自
体
の
分
析
に
集
中
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
付
随

し
て
時
期
を
示
す
言
葉
の
な
か
に
今
日
の
観
点
か
ら
す
る
と
不
適
切
な
も

の
も
み
ら
れ
る
。
第
二
は
、
こ
の
論
文
が
目
本
語
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と

い
う
単
純
な
事
実
か
ら
生
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
国
民
党
の
軍
隊
は
、

国
民
革
命
軍
、
国
民
党
軍
、
国
民
政
府
軍
な
ど
の
呼
称
を
有
し
て
い
る
が
、

川
島
君
は
そ
れ
ら
を
「
国
民
軍
」
と
略
称
し
て
い
る
。
日
本
語
で
書
か
れ

た
中
国
現
代
史
に
よ
る
限
り
、
国
民
党
の
軍
隊
を
こ
の
よ
う
な
名
称
で
呼
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ぶ
こ
と
は
ま
れ
で
あ
り
．
通
常
国
民
軍
の
名
称
は
一
九
二
五
年
前
後
い
ま

だ
国
民
党
の
軍
隊
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
凋
玉
祥
指
揮
下
の
軍
隊
を
指
す
．

ま
た
、
本
文
中
に
中
国
語
の
原
文
が
無
造
作
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
あ
る

部
分
に
は
訳
文
が
附
さ
れ
、
他
の
部
分
に
は
附
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら

の
不
統
一
は
、
明
ら
か
に
ワ
ー
プ
β
の
操
作
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
多

く
の
誤
記
と
と
も
に
．
公
刊
の
段
階
で
修
正
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
以
上
の
問
題
を
残
し
つ
つ
も
、
わ
れ
わ
れ
は
、
川
島
弘
三
君
の
提
出
に

な
る
本
論
文
が
法
学
博
士
（
慶
慮
義
塾
大
学
）
を
授
与
す
る
に
値
す
る
も

の
で
あ
る
と
判
断
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
一
九
八
九
年
一
月
二
七
日

　
　
主
査
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
法
学
博
士
　
山
田
　
辰
雄

　
　
副
査
　
慶
慮
義
塾
大
学
名
誉
教
授
　
　
法
学
博
士
　
石
川
　
忠
雄

　
　
副
査
　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
法
学
博
士
　
小
此
木
政
夫
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